柏木学園高等学校の方々へ（「学ぶ」という、それはどんなことだろう？）（岡村遼司）（11/06/04）

■こんにちは　岡村遼司です。よく来られました。わざわざ、来ていただいにもかかわらず、それに見合うお話はとても出来そうにありません。はじめに弁解しておきます。まあ、遊び（なにかを学ぶには、「遊び」は欠かせない）のつもりでおつきあいください。

　弱い性格を鍛える教育
▲数学の問題は注意力を養うまたとない機会だとおもわれます。計算のまちがいは消しゴムでけせますが、車で人をはねてしまえばそうはいかない。すべての勉強は、子どもの弱さ、よくない性格（不注意、わがまま、怒りっぽいなど）のための訓練であって、知性（物知り）のためのものではないといいたいのです。アランというひとは教育とはまさに道徳教育のことなのだといっています。

　私は久しい以前から、だれそれは頭がよく、だれそれはそうではないと言われるのをいやになるほど聞いている。/精神を判断するこうした軽々しさは、私には最悪の愚行と同じほどおそろしい。たとえ無能と判断されようと、順序を追って進みそして尻込みをしないなら、幾何学をマスターできぬ人があるだろうか。（アラン）

▲１＋１＝２　なにごともこのようなレベルに還元しながら進んでいけば、だれだって高いところに到達できる。跳び箱の五段目から始める子どもはいない。それは無謀です。ピアノの練習でも初めはおもしろくない指使いや楽譜の読み方に訓練が集中されます。だれにとってもめんどうであり、ときにはたいくつでさえありますが、めんどうであり、たいくつさのなかに謎がかけられているのです。あまりにもたいくつで、ピアノの前から退散した子どもがどんなにたくさんいたことでしょう。
▲ピアノは失敗だが、今度はバイオリン。うまくやるぞと最初は嬉々として練習に励んでも、この子は、ついにはバイオリンも放りだす運命にある。「順序を追って進みそして尻込みをしない」という具合にいかなかったからです。だれでも、ピアノを始めると、すぐベートーベンやショパンを弾きたくなる。しかし、長い間の訓練を経た後でなければ、彼らはけっして手に負える代物ではないのです。▲ここで問題となるのはあきっぽさであり、集中力を欠いているという点です。ピアノやバイオリンを前にして、あきっぽい人間は救いようがないということが明らかになる。楽器は慰めたり、励ましたりしてくれません。やさしい母親や、親切な先生のように手をとり、足をとって教えてくれないのです。触れようとしなければ、一音だってでてくれない、まことに手強い相手です。

▲「頭がいい、悪い」と、なにをいいたいのか。ことは一つの精神（人間）の評価にかかっているのです。子どもにとって勉強は山登りのようなものだと経験から学んできました。一歩ずつ自分の足で歩いていけば、着実に頂上に近づく。わがままでは歯が立たない。山に登ってもだれも褒めてくれない。だからこそ、山登りはいいのです。だれかに褒められるために山に登るひとの気が知れない。

▲山登りの効用はなにか。第一歩をしるして「尻込みをしないなら」、富士山にでもアルプスにでも登れる。初歩からすすんで「尻込みしないなら」、幾何学をマスターできないことがあるのかというように、です。算数も山登りも、かかった通行料も困難さもだれにとっても同じようなものでしょう。
▲「根気のない者には打ちかちがたいが、しんぼうづよくて一時に一つの困難のことしか考えない者にとってはなんでもないことだ」とアランはいいます。ツェルニーからはじめて、いきなりショパンに取り組みたがる子どもは、近間の丘から一足飛びに槍ヶ岳に登ろうとするクライマーに似ています。無謀そのものだという意味では。自分の力量とこえるべき壁が釣りあっていない。着実に、です。
▲重要なのは困難の度合いを少しずつ強めること。でも、自分とていねいにつき合わなければ、どの程度の試練を課せばいいのかわからない。（いうまでもなく、だから親や教師はいつでも子どもに近づいていてほしい）どんなことにおいても、それなりに熟練の域に達するには時間がかかる。人間という職業においても事情はまったく同じ。手をぬけば、かならずその報いはやってきます。

▲学校の成績と「生きていく力」とは同質ではない。むしろ学校の成績をあげるために「生きる力」を殺(そ)いでいるということもできる。学校の成績＝学力は学校のなかだけで評価されるものです。成績がよければ、いつでもどこでも通用するとかんがえたいでしょうが、そうではありません。
▲学校の成績が認められるのは学校と似たような仕組みや成績評価をくだす環境だけです。「勉強ができない」とレッテルを貼られた子どもが何十年か後に、まったく別人になっていることはいくらでもあるのです。もちろん、その反対もおおくありますが。学校でも学校外でも、いつも変わらず「優等生」であるのはつらいとおもう。だから、揺らぎの（自由を失わない）姿勢で生きたいですね。
やつぱり一人がよろしい雑草（山頭火）

